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明
治
中
期
に
お
け
る
批
判
理
論
と
し
て
の
「
批
評
」
─
大
西
祝
の
批
評
的
思
考
を
中
心
に

─

郭
　
馳
　
洋

は
じ
め
に

　

本
論
文
は
「
批
評
」
と
い
う
概
念
を
軸
に
大
西
祝
の
思
想
を
再
構

成
す
る
試
み
で
あ
る
。
大
西
祝
（
一
八
六
四
─
一
九
〇
〇
）
は
、「
教
育

勅
語
」
解
釈
や
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
井
上
哲

次
郎
（
一
八
五
五
─
一
九
四
四
）
ら
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
対
峙
し
た
哲
学

者
・
評
論
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
彼
の
活
躍
し
た
一
八
八
〇

年
代
後
半
か
ら
一
八
九
〇
年
代
後
半
ま
で
の
間
は
明
治
日
本
に
と
っ

て
重
要
な
転
換
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
産
業
革
命
が
始
ま

り
資
本
主
義
体
制
が
整
っ
た
と
と
も
に
、
帝
国
憲
法
の
発
布
や
日
清

戦
争
の
勝
利
を
経
て
天
皇
制
国
家
の
権
威
は
一
層
強
化
さ
れ
た
。
そ

の
反
面
、
国
家
主
義
批
判
や
社
会
主
義
的
言
論
・
運
動
も
現
れ
た
。

学
術
の
面
で
は
英
仏
学
が
ド
イ
ツ
学
に
席
を
譲
り
、
大
西
の
在
学
し

た
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
中
心
と
す
る
明
治
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学

の
主
流
も
ド
イ
ツ
観
念
論
へ
と
転
回
し
た
。
そ
し
て
「
批
評
」
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
の
形
成
も
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
出
来
事
で
あ
る
。

　

多
岐
に
わ
た
る
大
西
の
著
述
に
通
底
す
る
ス
タ
ン
ス
は
「
批
評
主

義
」（criticism

） 

で
あ
る
。
そ
こ
に
ア
ー
ノ
ル
ド 

（M
atthew

 A
rnold, 

1822-1888

） 

の
『
批
評
論
集
』（E

ssays in Criticism
, 1865

）
に
現
れ

る
批
評
観
、
カ
ン
ト 

（Im
m

anuel K
ant, 1724-1804

） 

的
な
「
批
判
」

（K
ritik

） 
な
い
し
キ
リ
ス
ト
教
の
高
等
批
評
の
受
容
は
確
認
で
き
る

が
、
彼
の
思
想
自
体
に
お
け
る
「
批
評
」
の
思
惟
構
造
を
解
明
す
る

の
も
一
つ
の
課
題
で
あ
ろ
う（

（
（

。
な
お
、「
批
評
」
を
一
種
の
言
語
的
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活
動
と
理
解
す
れ
ば
、
大
西
の
「
批
評
」
を
考
え
る
に
は
言
語
観
の

考
察
が
欠
か
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
未
だ
に
十
分
な
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
ま
ず
大
西
の
「
批
評
論
」（
一
八
八
八
）
を

近
代
日
本
に
お
け
る
批
評
の
成
立
と
い
う
文
脈
で
捉
え
る
。
次
に
テ

ク
ス
ト
の
内
在
的
分
析
に
取
り
組
み
、「
批
評
論
」
の
主
張
と
良
心

論
の
関
連
性
に
着
目
し
、「
批
評
」
の
倫
理
性
を
考
察
す
る
。
そ
の

上
、
制
度
論
の
視
角
か
ら
大
西
に
お
け
る
理
想
と
現
実
の
弁
証
法
的

な
関
係
を
分
析
し
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
「
批
評
」
の
契
機
を
析
出

す
る
。
さ
ら
に
、
大
西
の
言
語
観
を
取
り
上
げ
「
批
評
」
に
伏
在
す

る
言
語
の
問
題
に
光
を
当
て
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し
て
大
西

の
批
評
的
思
考
の
特
質
を
摘
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
批
判
理
論
と

し
て
の
可
能
性
を
示
し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
（
狭
義
の
文
芸
批
評
で

は
な
い
）「
批
評
」
の
一
形
態
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

一　

商
品
を
「
批
評
」
す
る
か
、
商
品
と
し
て
の
「
批
評
」
か

　
「
批
評
」
が criticism

 

の
訳
語
と
し
て
登
場
し
た
の
は
十
九
世
紀

後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
用
例
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一

八
六
二
）、
西
周
（
一
八
二
九
─
一
八
九
七
）
の
『
百
学
連
環
』（
一
八
七

〇
）
や
森
有
礼
（
一
八
四
七
─
一
八
八
九
）
の
「
明
六
社
第
一
回
役
員
改

選
に
付
演
説
」（『
明
六
雑
誌
』
三
〇
号
、
一
八
七
五
）
に
遡
る
こ
と
が
で

き（
（
（

、
井
上
哲
次
郎
監
修
『
哲
学
字
彙
』（
一
八
八
一
）
に
お
い
て
定
着

し
た（

（
（

。
高
田
半
峰
（
一
八
六
〇
─
一
九
三
八
）
が
坪
内
逍
遥
（
一
八
五
九

─
一
九
三
五
）
の
小
説
『
当
世
書
生
気
質
』（
一
八
八
五
）
を
『
当
世
書

生
気
質
の
批
評
』（
一
八
八
六
）
に
お
い
て
評
論
し
た
こ
と
は
、「
作

品
」
と
「
批
評
」
の
最
初
の
応
酬
と
さ
れ
る
。

　

一
八
八
七
年
を
境
目
に
、
翻
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
批
評
」

が
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
自
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景
に

あ
っ
た
の
は
、
活
字
印
刷
に
基
づ
い
た
商
業
出
版
の
顕
著
な
拡
張
で

あ
っ
て
、
小
森
陽
一
の
指
摘
に
従
え
ば
、
そ
こ
に
批
評
に
値
す
る
書

物
の
質
・
内
容
に
先
立
っ
て
書
物
の
量
的
増
長
が
あ
っ
た
、
と
い
う

批
評
と
書
物
の
関
係
に
お
け
る
転
倒
現
象
が
見
受
け
ら
れ
る（

（
（

。
こ
の

よ
う
な
書
物
の
「
氾
濫
」
は
、
様
々
な
「
外
来
思
想
」
が
堰
を
切
っ

た
よ
う
に
流
れ
込
ん
で
き
た
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の

状
況
に
置
か
れ
た
「
批
評
」
は
対
象
を
一
つ
の
分
野
に
限
定
す
る
ど

こ
ろ
か
、
過
剰
な
ほ
ど
時
代
の
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
よ
う
と
し
て
い

た（
（
（

。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
時
期
の
「
批
評
」
は
ま
だ
開
か
れ
た
言
説

と
し
て
多
様
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
八
八
年
五
月
、
大
西
は
「
批
評
」
そ
の
も
の
を
原
理
論
的
に

説
明
す
る
「
批
評
論
」
を
民
友
社
発
行
の
雑
誌
『
国
民
之
友
』
で
発

表
し
た
。「
批
評
」
は
つ
い
に
自
ら
の
対
象
化
に
至
っ
た
。
こ
の
論

説
に
お
い
て
大
西
は
「
創
作
と
批
評
」「
批
評
の
職
分
」「
批
評
の
範

囲
」「
何
を
批
評
す
べ
き
か
」「
我
国
の
思
想
界
」「
批
評
を
要
す
る
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者
」「
通
弁
の
誤
謬
」
と
い
う
七
つ
の
項
目
を
設
け
て
「
批
評
」
を

論
じ
て
い
る
。

　

作
品
の
「
批
評
」
を
行
い
な
が
ら
も
な
お
「
批
評
」
そ
れ
自
体
を

「
批
評
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
大
西
の
観
察
で
は
、「
泰
西
の
思
想
は

波
濤
の
巻
き
来
る
が
如
く
、
将
に
我
国
中
に
漲
ら
ん
と
」
し
て
い

る
中
、
そ
れ
を
見
定
め
る
「
批
評
」
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
、「
夫

れ
此
一
、
二
年
間
新
聞
雑
誌
の
紙
面
を
一
変
し
た
る
者
に
し
て
、
恐

ら
く
は
批
評
の
文
字
の
上
に
出
ず
る
者
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
小
説
の
翻

訳
あ
る
毎
に
、
諸
の
新
聞
雑
誌
は
之
に
多
少
の
批
評
を
下
さ
ざ
る
は

な
し（

（
（

」。
商
業
出
版
の
発
展
と
と
も
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
「
批
評
」

も
一
つ
独
立
し
た
欄
と
し
て
自
ら
の
領
地
を
手
に
入
れ
た
だ
け
で
な

く
、『
出
版
月
評
』（
一
八
八
七
）
の
よ
う
な
「
批
評
を
専
門
と
す
る
」

「
毎
月
出
版
の
雑
誌
」
さ
え
現
れ
た
。
こ
の
批
評
ブ
ー
ム
に
対
し
て

大
西
は
「
去
れ
ば
此
批
評
の
流
行
に
連
れ
て
身
に
速
成
の
神
験
術
を

行
い
、
一
変
し
て
批
評
家
と
な
り
す
ま
す
者
」
の
存
在
を
憂
慮
し
、

「
何
事
を
批
評
せ
ん
と
欲
す
る
か
」
と
疑
問
を
発
し
て
い
る（

（
（

。

　

諸
々
の
思
想
を
紹
介
・
翻
訳
す
る
書
物
は
剰
余
価
値
を
求
め
る
商

業
出
版
資
本
の
強
力
な
働
き
で
大
量
生
産
さ
れ
商
品
と
し
て
市
場
に

投
入
さ
れ
る
。
こ
の
動
き
に
応
じ
て
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
す
る

「
批
評
」
が
新
聞
雑
誌
に
お
い
て
登
場
し
た
。
本
来
な
ら
「
批
評
」

は
、
書
物
が
商
品
と
な
る
際
に
捨
象
さ
れ
た
「
使
用
価
値
」
の
次
元

を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
書
物
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
評
価
す

る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
著
者
と
出
版
社
に
対
し
て
「
メ
タ
レ
ベ
ル
」

に
立
つ
こ
と
を
期
待
さ
れ
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、「
批
評
」
自
体
も
商
品
形
態
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
い

う
の
は
当
時
の
実
状
で
あ
る
。
新
聞
雑
誌
で
「
批
評
」
の
量
が
激
増

し
、
書
物
の
氾
濫
に
伴
い
「
批
評
」
も
氾
濫
し
て
い
た
中
、「
批
評
」

の
内
容
・
対
象
へ
の
省
察
は
閑
却
さ
れ
て
い
る
。

今
日
の
批
評
家
た
ら
ん
と
思
う
者
は
将
に
何
を
か
批
評
せ
ん
と

欲
す
る
、
其
欲
す
る
所
、
小
説
の
訳
書
の
出
ず
る
度
に
之
に
数

言
の
愛
憎
を
呈
せ
ん
と
す
る
に
在
る
乎
、
寺
子
屋
の
文
字
に
ホ

ゼ
ク
リ
批
評
を
下
さ
ん
と
す
る
に
在
る
乎
。
そ
れ
も
或
は
益
あ

る
な
ら
ん
、
然
れ
ど
も
是
れ
只
だ
批
評
の
末
端
な
る
の
み
、
若

し
又
其
欲
す
る
所
は
筆
を
飛
ば
し
て
政
治
、
経
済
、
詩
文
、
小

説
、
歴
史
、
哲
学
の
近
著
に
悉
皆
掻
撫
の
批
評
を
下
し
猶
お
飽

き
足
ら
ず
し
て
数
学
の
書
物
迄
を
品
評
せ
ん
と
す
る
に
在
る
乎
。

（
中
略
）
然
れ
ど
も
凡
べ
て
其
種
類
の
批
評
家
は
予
が
所
謂
る
批

評
家
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
国
文
化
の
先
導
者
た
ら
ん
と
欲
す

る
の
批
評
家
は
宜
し
く
活
眼
を
開
て
今
日
の
思
想
界
を
洞
察
せ

よ
。
善
く
其
真
相
を
看
破
し
得
る
者
は
是
れ
予
が
所
謂
る
批
評

家
た
る
こ
と
を
得
る
者
な
り（

（1
（

。

小
説
の
翻
訳
へ
の
「
数
言
の
愛
憎
」、
寺
子
屋
の
教
材
に
対
す
る

「
ホ
ゼ
ク
リ
批
評
」
あ
る
い
は
各
分
野
の
著
書
に
関
す
る
「
掻
撫
の

批
評
」
は
、
い
ず
れ
も
対
象
を
選
ば
ず
に
た
だ
出
版
さ
れ
た
書
物
の
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後
ろ
を
追
い
掛
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
出
版
市
場
に
従

順
的
で
あ
る
。
対
象
の
選
択
や
内
容
の
充
実
と
い
っ
た
「
批
評
」
の

具
体
性
よ
り
も
、「
批
評
」
と
い
う
抽
象
さ
れ
た
形
式
だ
け
が
も
て

は
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
本
末
転
倒
の
現
象
が
発
生
し
た
。
こ
こ
で

槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
恐
ら
く
批
評
家
・
翻
訳
家
高
橋
五
郎

（
一
八
五
六
─
一
九
三
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
際
「
批
評
論
」
は
高

橋
本
人
の
反
発
を
招
い
た（

（1
（

。

　

と
も
か
く
大
西
の
考
え
で
は
、「
批
評
」
は
出
版
市
場
の
動
向
に

左
右
さ
れ
ず
、
同
時
代
の
思
想
状
況
を
対
象
と
す
べ
き
だ
。
西
洋
思

想
の
研
鑽
も
最
終
の
目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
今
日
」
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、「
批
評
」
す
る
こ
と
は
同
時
代

に
つ
い
て
の
認
識
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
「
超
越
」
を
も
意
味
し
て
い

る（
（1
（

。
で
は
大
西
の
構
想
し
た
「
批
評
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
だ
ろ
う
か
。

然
ら
ば
則
ち
批
評
家
は
如
何
の
作
用
に
よ
り
て
文
学
的
創
作
の

真
相
を
発
見
し
得
る
や
。
今
其
作
用
を
分
析
し
て
二
段
と
な
し

得
べ
し
。
第
一
、
創
作
家
と
同
情
と
な
る
こ
と
、
第
二
、
其
創

作
家
の
所
作
を
、
我
が
有
す
る
所
の
最
高
の
標
準
に
照
す
こ
と

是
れ
な
り
。（
中
略
）
然
れ
ど
も
一
た
び
身
を
創
作
家
の
位
地
に

置
き
し
上
は
、
復
た
翼
を
撃
て
理
想
的
の
上
地
に
上
り
、
最
高

の
標
準
に
照
ら
し
て
、
其
創
作
家
の
所
作
に
、
絶
対
的
の
批
評

を
下
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
即
ち
一
た
び
は
近
づ
き
一
度
は
遠
か

り
、
一
度
は
親
友
、
一
た
び
は
純
全
た
る
他
人
と
な
ら
ざ
る
可

ら
ず（

（1
（

。

始
め
は
作
者
に
寄
り
添
い
作
品
の
理
解
者
に
な
る
、
つ
ま
り
創
作
す

る
側
に
「
同
情
」
す
る
の
に
対
し
て
、
次
は
作
者
か
ら
離
れ
て
批
評

す
る
側
の
持
つ
「
最
高
の
標
準
」
と
い
う
超
越
性
に
依
拠
し
て
批
評

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。「
理
想
的
の
上
地
」
は
大
西
に
と
っ
て
、

商
業
出
版
市
場
に
侵
食
さ
れ
な
い
批
評
的
な
空
間
と
し
て
あ
る
と
言

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
批
評
」
の
対
象
は
狭
義
の
文
学
に
限
定
さ

れ
ず
、
創
作
全
般
な
い
し
「
既
往
の
事
実
」
＝
歴
史
ま
で
含
む（

（1
（

。

　

ま
た
「
批
評
」
と
い
う
「
破
壊
」
の
後
に
確
か
に
「
思
想
の
新
世

界
」
の
「
建
設
」
は
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
も
後
人
の
「
破
壊
」
を
待

つ
も
の
で
あ
っ
て
、「
批
評
の
時
代
」
が
過
ぎ
去
ら
な
い
以
上
、「
破

壊
」
に
躊
躇
す
べ
き
で
は
な
い（

（1
（

。

　

も
っ
と
も
、
近
代
の
「
批
評
」
は
新
聞
・
雑
誌
と
い
っ
た
活
字
メ

デ
ィ
ア
に
お
い
て
そ
の
身
体
を
獲
得
し
、
購
読
者
に
読
ま
れ
る
と
い

う
形
で
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
「
批
評
」
そ
の
も
の

も
近
代
資
本
主
義
の
産
物
と
し
て
商
品
形
態
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
宿

命
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
西
は
作

品
と
い
う
所
与
の
も
の
に
対
し
て
「
標
準
」
を
持
ち
出
し
、「
批
評
」

の
倫
理
性
を
追
求
し
て
い
る
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
倫
理
性
は
成

立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
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175　明治中期における批判理論としての「批評」

二　
「
批
評
」
の
倫
理
性
─
倫
理
学
の
方
法
と
良
心
論

1
　
存
在
か
ら
当
為
へ

　
「
批
評
論
」
に
お
け
る
「
第
一
創
作
家
と
同
情
と
な
る
こ
と
、

第
二
其
創
作
家
の
所
作
を
我
が
有
す
る
所
の
最
高
の
標
準
に
照
ら
す

こ
と
」
と
い
う
批
評
の
方
法
を
論
じ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
二
つ

の
批
評
法
が
両
極
に
引
き
裂
か
れ
て
、「
創
作
家
」
か
ら
遠
ざ
か
り

「
最
高
の
標
準
」
に
赴
く
方
法
だ
け
が
重
ん
じ
ら
れ
、「
創
作
家
」
に

近
づ
い
て
「
親
友
」
に
な
る
方
法
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

指
摘
が
あ
る（

（1
（

。
確
か
に
「
批
評
論
」
を
見
る
限
り
で
は
そ
の
よ
う
な

印
象
が
見
受
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
第
一
の
「
作
用
」

と
第
二
の
「
作
用
」、
こ
の
両
極
を
繫
ぐ
方
法
、
即
ち
「
同
情
」
か

ら
「
最
高
の
標
準
」
へ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
実
は
大
西
の
倫
理
学
方
法

論
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
九
一
年
の
論
文
「
倫
理
考
究
の
方
法
幷
目
的
」
に
お
い
て
、

倫
理
学
研
究
に
「
挙
例
分
類
」「
比
較
沿
革
」「
縁
由
説
明
」「
理
想

推
究
」
と
い
う
四
つ
の
段
階
が
あ
る
と
す
る
方
法
論
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
倫
理
学
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
「
挙
例
分

類
」（
第
1
段
階
）
の
方
法
に
よ
っ
て
社
会
の
風
習
・
制
度
・
法
律
・

教
訓
・
礼
儀
な
ど
「
客
観
的
に
存
す
る
道
徳
的
の
事
実
」
を
確
認
す

る
上
で
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
道
徳
的
観
念
の
相
違
と
変
遷
を
指
摘

す
る
「
比
較
沿
革
」（
第
2
段
階
）
的
な
考
察
を
行
い
、
相
違
と
変
遷

の
理
由
を
解
明
す
る
「
縁
由
説
明
」（
第
3
段
階
）
を
試
み
る
の
で
あ

る（
（1
（

。
た
だ
、
こ
の
三
つ
の
方
法
は
皆
「
現
時
若
し
は
往
時
に
起
り

し
事
を
討
究
す
る
」「
歴
史
的
の
考
究
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

「
何
故
社
会
に
於
て
人
の
善
と
し
又
悪
と
す
る
こ
と
を
我
も
亦
善
と

し
悪
と
す
べ
き
か
将
た
し
か
す
べ
か
ら
ざ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
答

え
よ
う
と
す
れ
ば
、「
今
一
た
び
此
あ
る
と
あ
る
べ
き
と
の
対
比
を

心
に
浮
ぶ
る
に
於
て
は
吾
人
が
倫
理
の
考
究
は
更
に
別
世
界
に
入
ら

ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、「
あ
る
」
と
「
あ
る
べ
き
」、
つ
ま

り
存
在
と
当
為
の
区
別
に
着
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（1
（

。

　

大
西
に
と
っ
て
、「
あ
る
」
と
「
あ
る
べ
き
」
の
相
異
が
意
識
さ

れ
た
以
上
、「
倫
理
の
理
想
」「
道
徳
の
標
準（

（1
（

」
を
提
起
せ
ず
に
は
上

述
の
問
題
に
対
処
で
き
な
い
。「
客
観
的
に
存
在
す
る
倫
理
の
観
念

に
価
値
の
判
断
を
下
し
得
る
」
た
め
に
は
、
当
為
の
根
拠
と
し
て
の

「
理
想
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
倫
理
学
研
究
は
「
理
想

推
究
」
と
い
う
段
階
（
第
4
段
階
）
へ
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
理
想
主
義
的
な
考
え
方
は
、
創
作
家
に
「
同
情
」
し
な
が
ら

も
ま
た
「
翼
を
撃
て
理
想
的
の
上
地
に
上
」
っ
て
作
品
を
「
最
高
の

標
準
」
に
照
ら
す
と
い
う
「
批
評
」
の
手
法
と
趣
き
を
同
じ
く
す
る

も
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
挙
例
分
類
」「
比
較
沿
革
」「
縁

由
説
明
」
の
よ
う
な
「
歴
史
的
の
考
究
」
か
ら
「
理
想
推
究
」
へ
の

移
行
は
即
ち
、
存
在
か
ら
当
為
へ
の
移
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
歴
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史
的
の
考
究
」
は
「
理
想
推
究
」
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
倫

理
研
究
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
し
か
し
大
西
が
「
批
評
論
」
で
「
歴

史
」
を
一
種
の
「
批
評
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
た
い
。

「
既
往
の
事
実
」
を
「
批
評
」
す
る
「
歴
史
」
の
言
説
は
、
同
時
に

「
最
高
の
標
準
」
＝「
理
想
」
を
志
向
し
て
お
り
、「
あ
る
」
と
「
あ

る
べ
き
」
両
方
と
も
射
程
に
収
め
て
い
る
。「
歴
史
」
で
あ
る
「
批

評
」
は
「
歴
史
的
の
考
究
」
と
「
理
想
推
究
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

倫
理
学
研
究
と
同
じ
構
造
を
持
ち
、
倫
理
的
な
性
格
が
備
わ
っ
て
い

る（
（2
（

。

　

大
西
の
こ
の
倫
理
学
方
法
論
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
経
験
主

義
」
と
一
線
を
画
し
た
も
の
で
あ
る
。「
予
は
経
験
に
始
め
ざ
る
を

得
ざ
れ
ど
も
経
験
に
止
ま
る
を
得
ず
と
云
わ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
と

い
う
論
述
に
は
、
倫
理
学
研
究
を
「
専
ら
古
今
東
西
の
道
徳
上
の
事

実
を
蒐
集
し
て
そ
を
比
較
的
又
沿
革
的
に
調
」
べ
る
こ
と
と
考
え
た

加
藤
弘
之
（
一
八
三
六
─
一
九
一
六
）
や
「
専
ら
古
今
諸
国
の
風
俗
習

慣
を
調
」
る
「
習
慣
学
」
と
認
識
し
た
元
良
勇
次
郎
（
一
八
五
八
─
一

九
一
二
）
に
対
す
る
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

大
西
の
見
方
で
は
、
倫
理
を
研
究
す
る
に
際
し
て
人
間
の
道
徳
的

行
為
に
及
ぼ
す
「
社
会
的
の
情
性
」
と
「
習
慣
練
習
の
作
用
」
の
影

響
は
無
視
で
き
な
い
が
、
何
よ
り
重
要
な
の
は
「
良
心
」
と
い
う
意

識
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
問
題
は
「
理
想
推
究
」
の
段
階
で
逢

着
す
る
最
大
の
難
問
だ（

（2
（

。「
良
心
」
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
、
大
西

は
「
法
界（

（2
（

」
と
い
う
領
域
を
措
定
す
る
。「
法
界
」
に
お
け
る
「
理

想
」（
あ
る
べ
き
）
と
「
実
在
」（
あ
る
）
の
合
一
、
も
し
く
は
「
法
界

根
本
の
傾
向
」
と
「
理
想
」
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
一
致
を

仮
定
し
な
い
と
、「
理
想
」
を
「
理
想
」
た
ら
し
め
る
根
拠
が
獲
得

で
き
な
い
と
い
う
。
で
は
「
良
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

そ
れ
は
「
法
界
」
と
如
何
に
関
係
す
る
だ
ろ
う
か
。

2
　『
良
心
起
原
論
』
に
お
け
る
目
的
論

　
「
良
心
」
が
詳
し
く
考
察
さ
れ
る
の
は
、
大
学
院
の
学
位
論
文

『
良
心
起
原
論
』
に
お
い
て
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
執
筆
は
一
八
九
〇
年
に

開
始
さ
れ
た
が
、
同
じ
年
の
一
〇
月
、
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た

井
上
哲
次
郎
が
帝
国
大
学
哲
学
科
の
教
授
に
就
任
し
、
大
西
の
指
導

教
官
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
か
つ
て
井
上
の
『
倫
理
新
説
』（
一
八
八

三
）
が
植
村
正
久
（
一
八
五
八
─
一
九
二
五
）
の
「『
倫
理
新
説
』
漫
評
」

（
一
八
八
三
）
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
「
良
心
」
に
関
す

る
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
結
局
、
大
西
は
論
文

を
提
出
す
る
こ
と
な
く
、
翌
年
に
大
学
院
を
出
て
東
京
専
門
学
校
で

教
師
を
勤
め
始
め
た
。
そ
の
一
因
は
井
上
と
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
国
家
主
義
的
な
立
場
を
露
骨
に
表
す
井
上
を

大
西
が
激
し
く
論
難
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
研
究
内
容
を

め
ぐ
る
見
解
の
相
違
の
ほ
か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
対
立
も
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
後
に
雑
誌
発
表
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、
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177　明治中期における批判理論としての「批評」

『
良
心
起
原
論
』
は
大
西
が
亡
く
な
る
ま
で
ま
と
ま
っ
た
形
で
公
開

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
『
良
心
起
原
論
』
に
お
け
る
議
論
の
組
み
立
て
方
は
、
ま
さ
し

く
「
批
評
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
大
西
が
「
緒
言
」
で
断
る
よ
う
に
、

こ
の
論
は
良
心
の
起
原
を
め
ぐ
る
従
来
の
諸
説
を
紹
介
・
吟
味
す

る
「
批
評
部
」
と
自
分
の
主
張
を
打
ち
出
す
「
建
設
部
」
と
い
う
二

つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
、
し
か
も
両
者
の
論
旨
が
か
な
り
異
な
っ

て
い
る
。「
一
た
び
は
近
づ
き
一
度
は
遠
か
」
る
、
い
わ
ば
「
親
友
」

と
「
他
人
」
の
間
を
移
動
す
る
と
い
う
「
批
評
」
の
戦
略
を
取
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
批
評
部
」
で
は
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
の
が

「
英
国
の
実
験
的
哲
学
」
即
ち
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
で
あ
り
、
主
と

し
て
「
良
心
性
具
」
説
、「
社
会
の
製
造
物
」
説
、「
苦
楽
て
ふ
外
界

の
強
迫
力
に
帰
す
る
」
説
、「
利
他
的
性
情
（
社
会
的
本
能
）
に
帰

す
る
」
説
、「
想
念
的
感
覚
を
良
心
の
一
要
素
と
す
る
」
説
（
ス
ペ
ン

サ
ー
）
が
扱
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
建
設
部
」
に
お
い
て
大
西

は
上
記
の
諸
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
経
験
に
還
元
で
き
な
い
も
の

に
良
心
の
起
源
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
こ
こ
で

は
主
に
「
建
設
部
」
の
主
張

─
そ
れ
は
大
西
の
哲
学
な
い
し
思
想

全
体
の
拠
り
所
で
も
あ
る

─
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

大
西
が
良
心
の
起
源
と
し
て
掲
げ
る
概
念
は
「
理
想（

（2
（

」
で
あ
る
。

「
理
想
」
を
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
感
知
さ

れ
、「
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
」「
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
と
い
う
意
識
、
つ
ま
り

「
良
心
」
が
生
じ
る
。
た
だ
し
「
理
想
」
と
い
う
語
を
持
ち
出
す
だ

け
で
は
実
質
的
な
説
明
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
続
い
て
良
心

論
の
鍵
と
な
る
「
理
想
」
の
由
来
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

然
れ
ど
如
何
な
れ
ば
其
如
き
理
想
の
生
起
す
る
や
と
尋
ぬ
る
に
、

惟
う
に
是
れ
吾
人
の
人
性
が
其
本
来
の
目
的
（
即
ち
人
間
の
存

在
、
又
最
も
広
く
云
え
ば
、
法
界
の
自
然
の
構
造
に
於
て
定
め

あ
る
人
性
の
有
様
）
に
達
せ
ん
と
す
る
よ
り
起
る
も
の
な
ら
ん
。

即
ち
吾
人
人
間
は
未
だ
其
人
間
た
る
の
性
を
完
う
せ
ざ
る
者
、

吾
人
は
未
だ
此
法
界
に
生
れ
出
で
た
る
目
的
（
此
法
界
の
自
然

の
構
造
に
具
わ
れ
る
人
間
の
目
的
）
に
達
せ
ざ
る
者
、
而
し
て

吾
人
は
自
然
に
（
即
ち
吾
人
の
成
り
立
ち
に
於
て
、
本
来
の
傾

に
於
て
、
発
達
の
中
途
に
仮
り
に
生
起
す
る
種
々
の
反
対
の
傾

向
あ
る
に
拘
ら
ず
根
本
の
傾
に
於
て
は
矢
張
り
）
此
目
的
に
達

せ
ん
と
力
む
る
も
の
な
り
。
而
し
て
そ
の
し
か
力
む
る
処
に
理

想
と
云
う
観
念
を
生
じ
来
る
な
り（

（2
（

。

「
理
想
」
と
は
、
法
界
に
予
め
定
ま
っ
て
い
る
本
来
の
「
目
的
」

（end

） 

に
到
達
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
、「
種
々
の
反
対
の
傾
向
」

を
押
し
切
る
「
根
本
の
傾
」
か
ら
生
じ
る
観
念
だ
。
大
西
は
有
神

論
と
一
線
を
画
し
な
が
ら
も
、
自
説
の
目
的
論
的
な
性
格
を
認
め
、

「
吾
人
の
本
来
の
目
的
に
対
し
て
吾
人
の
有
す
る
関
係
が
我
心
識
に

現
れ
て
我
が
生
活
行
為
の
理
想
て
ふ
一
種
の
観
念
を
生
じ
、
而
し

て
そ
こ
に
良
心
て
ふ
作
用
を
発
起
し
来
る
と
説
き
た
る
な
り
」
と
、
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「
良
心
」「
理
想
」「
目
的
」
の
三
層
構
造
を
説
明
し
て
い
る（

（2
（

。
キ

リ
ス
ト
教
的
な
神
の
絶
対
性
さ
え
否
定
し
て
い
る
大
西
に
と
っ
て
、

「
目
的
」
概
念
を
持
ち
出
さ
な
い
と
相
対
主
義
の
泥
沼
に
陥
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
目
的
論
は
ま
さ
に
「
ぎ
り
ぎ
り
の
選

択
」
だ（

（2
（

。「
理
想
」
と
「
目
的
」
は
大
西
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
混

用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
両
者
は
あ
く
ま
で
違
う
概
念
で
あ
る
。

そ
の
違
い
は
、
後
述
す
る
が
、
大
西
哲
学
の
根
幹
部
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。

　

で
は
「
目
的
」
の
具
体
的
な
内
容
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
大
西
は

そ
れ
を
示
さ
な
い
で
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
論
述
か
ら
「
目
的
」
と

の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
か
を
一
瞥
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
界
の
自
然
の
構
造
に
於
て
吾
人
人
間
に
定
ま
れ
る
目
的
は
決

し
て
夢
幻
の
妄
想
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
吾
人
は
既
に

そ
を
全
く
知
了
し
居
れ
る
に
は
あ
ら
ず
。
又
そ
は
神
託
の
如
く

に
妙
に
天
上
よ
り
突
然
吾
人
に
顕
わ
れ
来
る
も
の
に
も
あ
ら
ず
。

此
世
界
に
於
て
、
此
生
物
の
界
に
於
て
、
此
人
間
の
社
会
に
於

て
種
々
の
経
験
を
積
み
、
種
々
の
境
遇
に
接
し
て
彼
の
所
謂
る

人
間
の
進
化
な
る
も
の
を
経
過
す
る
間
に
漸
々
吾
人
の
心
識
に

発
現
し
来
る
な
り
。
吾
人
は
未
だ
白
昼
の
光
に
照
ら
し
て
我
本

真
の
性
を
観
ず
る
の
段
楷
に
至
ら
ず
、
只
だ
曙
の
薄
あ
か
り
に

て
そ
を
漠
然
と
見
居
る
の
み
。
吾
人
は
既
に
全
く
覚
め
居
る
に

あ
ら
ず
、
未
だ
半
ば
眠
の
中
に
あ
る
な
り
。
今
云
う
如
く
、
吾

人
は
此
世
界
の
（
狭
く
云
え
ば
此
人
間
の
社
会
の
）
境
遇
変
化

よ
り
離
れ
て
我
本
来
の
目
的
を
一
時
に
知
了
し
得
る
も
の
に
あ

ら
ず
。
む
し
ろ
漸
々
に
眠
よ
り
覚
め
つ
つ
其
漠
然
た
る
面
影
を

見
、
其
衣
の
裾
を
攫
ま
ん
と
し
居
る
者
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
吾
人

が
此
本
来
の
目
的
に
対
す
る
の
知
識
に
は
時
と
所
と
に
よ
り
て

多
少
の
差
異
あ
る
こ
と
は
勿
論
な
り（

（2
（

。

「
目
的
」
は
無
根
拠
な
「
妄
想
」
で
も
な
け
れ
ば
、
完
全
に
認
識
で

き
る
も
の
で
も
な
い
。
一
方
で
、「
目
的
」
へ
の
認
識
は
「
此
世
界
」

の
経
験
や
境
遇
か
ら
し
か
始
ま
ら
な
い
。
他
方
で
、「
理
想
」
の
提

起
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
目
的
」
を
知
り
尽
く
す
に
は
「
此
世

界
」
の
経
験
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
目
的
」
論

は
、
経
験
に
よ
っ
て
の
み
認
識
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
経
験
主
義
的

な
立
場
と
も
、
現
実
の
経
験
を
顧
み
ず
「
目
的
」
を
単
に
天
啓
の
よ

う
な
も
の
と
看
做
す
発
想
と
も
距
離
を
取
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

当
然
、「
目
的
」
を
措
定
す
る
と
い
う
有
機
体
説
的
な
姿
勢
に
は

機
械
論
的
な
唯
物
論
へ
の
対
抗
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
大
西

は
「
此
法
界
の
成
り
立
ち
又
転
変
が
全
く
無
闇
に
生
じ
、
全
く
無
闇

に
滅
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
必
ず
其
中
に
は
目
的
の
存
す
る
あ
り
と

の
仮
定
を
要
す
る
」、「
只
だ
物
質
的
の
機
械
論
を
以
て
は
法
界
の
真

相
は
穿
ち
得
ず
と
の
こ
と
を
仮
定
し
居
る
な
り（

（3
（

」
と
、
道
徳
意
識
を

根
拠
づ
け
世
界
に
意
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
「
目
的
」
と
い
う
「
仮

定
」
を
要
請
し
て
い
る
（
ポ
ス
ト
ゥ
ラ
ー
ト
）。
こ
の
「
仮
定
」
な
く
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179　明治中期における批判理論としての「批評」

し
て
は
、
世
界
は
無
意
味
の
深
淵
に
転
落
し
て
し
ま
う
と
考
え
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
「
目
的
」
は
あ
く
ま
で
「
仮
定
」
だ
か
ら
こ
そ
、
所
与
と
し
て
現

実
の
経
験
を
悉
く
隷
属
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、「
漠
然
た
る
面
影
」

（
漠
然
と
は
い
え
空
想
で
は
な
い
）
と
し
て
現
わ
れ
「
此
世
界
」
の
ア
ク

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
導
き
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最

初
か
ら
現
実
の
出
来
事
を
す
べ
て
そ
の
中
に
包
摂
す
る
よ
う
な
目

的
論
と
自
ず
か
ら
異
な
る
。
大
西
の
場
合
、
そ
の
つ
ど
の
経
験
と
い

う
「
特
殊
」
に
触
発
さ
れ
て
発
動
し
た
「
良
心
」
の
作
用
を
通
し
て

始
め
て
、「
目
的
」
へ
の
通
路
が
顕
現
す
る
。
も
っ
と
も
、「
良
心
」

は
単
な
る
命
令
で
は
な
く
、「
知
力
的
の
判
別
」
と
「
感
別
」（
感
情

的
要
素
の
著
し
い
判
断
）
と
い
う
判
断
作
用
を
含
ん
で
い
る（

（3
（

。「
目
的
」

が
事
前
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
点
か
ら
い
う
と
、
そ
こ
で
働
い
て
い

る
の
は
カ
ン
ト
的
な
「
反
省
的
判
断
力（

（3
（

」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
大
西
に
お
け
る
「
目
的
」
は
一
種
の
「
統
制
的
」
な
理
念

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

な
お
「
目
的
」
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
過
程
は
「
人
間
の

進
化
な
る
も
の
を
経
過
す
る
間
」
と
、「
進
化
」
と
い
う
言
葉
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。
大
西
の
哲
学
的
立
場
が
「
目
的
あ
る
進
化
」

（T
eleological Evolution

） 

や
「
進
化
論
的
理
想
説
」（Evolutionistic 

Idealism

） 

と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る（

（3
（

。
同
じ
く
進
化
論
を
受
容
し
た

も
の
の
、
大
西
に
お
け
る
「
進
化
」
論
は
優
勝
劣
敗
・
弱
肉
強
食
を

肯
定
し
た
加
藤
弘
之
ら
の
社
会
進
化
論
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る（

（3
（

。

　

こ
の
哲
学
的
立
場
は
大
西
の
「
批
評
」
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
現
実
を
「
批
評
」
＝「
破
壊
」
し
、「
理
想
」

を
「
建
設
」
す
る
過
程
に
お
い
て
、
理
想
と
現
実
の
一
致
・
不
一
致

を
我
々
に
示
す
の
は
、「
良
心
」
の
作
用
で
あ
る
。「
良
心
」
の
発
現

は
「
批
評
」
の
契
機
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

三　
「
理
想
」
と
「
制
度
」
の
弁
証
法

　
『
良
心
起
原
論
』
の
完
全
公
開
は
大
西
の
生
前
に
実
現
さ
れ
な
か

っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
主
旨
は
す
で
に
一
八
九
五
年
の
論
文
「
道
徳

的
理
想
の
根
拠
」
で
記
さ
れ
て
い
る
。
大
西
哲
学
の
中
心
的
概
念
と

な
る
「
理
想
」
や
「
進
化
」
は
か
つ
て
の
短
文
「
随
思
随
録
」（『
宗

教
』
一
九
号
、
一
八
九
三
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、「
道
徳
的
理
想
の

根
拠
」
に
お
い
て
そ
の
発
想
が
よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

吾
人
の
生
長
進
化
す
る
活
物
と
し
て
の
目
的
を
自
ら
予
想
す
る

こ
と
に
、
か
の
所
謂
る
理
想
て
ふ
観
念
を
生
じ
来
る
。
吾
人
が

我
本
来
の
目
的
を
予
想
し
得
る
迄
に
心
識
の
発
達
し
た
る
の
時

期
が
理
想
て
ふ
者
の
生
れ
出
で
た
る
時
期
、
又
そ
れ
と
共
に
良

心
の
発
生
し
た
る
時
期
な
り
（
中
略
）
社
会
の
組
織
は
吾
人
が
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生
活
の
理
想
を
実
現
せ
む
と
す
る
者
、
百
般
の
制
度
風
俗
慣
習

皆
吾
人
の
見
て
以
て
生
活
の
理
想
と
す
る
所
を
実
在
の
も
の
と

せ
む
と
す
る
機
関
な
り
。
家
族
の
制
度
と
云
い
、
諸
種
の
政
体

と
云
い
、
社
会
の
階
級
と
云
い
、
国
俗
と
云
い
、
職
業
と
云
い
、

文
学
と
云
い
、
皆
吾
人
の
そ
の
生
活
の
理
想
が
形
体
を
取
り
て

現
じ
た
る
者
な
り
と
云
い
つ
べ
し
。
制
度
風
俗
は
形
骸
、
理
想

は
其
精
神
な
り
。
而
し
て
制
度
風
俗
の
変
遷
は
正
さ
し
く
理
想

の
変
遷
な
り
。
一
旦
理
想
が
制
度
風
俗
に
其
形
を
取
り
て
実
現

す
れ
ば
、
其
理
想
の
変
ぜ
ざ
る
間
は
、
其
制
度
風
俗
は
吾
人
に

取
り
て
最
高
の
権
威
を
有
す
。
然
れ
ど
も
吾
人
の
理
想
は
永
久

同
一
の
状
態
に
固
定
す
る
者
に
あ
ら
ず
、
動
き
ゆ
き
進
み
ゆ
く

者
な
れ
ば
、
風
俗
、
慣
習
、
制
度
、
法
律
も
亦
従
っ
て
変
遷
せ

ざ
る
を
得
ず
（
中
略
）
法
律
慣
習
が
理
想
を
生
じ
た
る
に
あ
ら

ず
し
て
、
理
想
が
形
体
を
取
り
て
法
律
慣
習
と
な
れ
る
な
り（

（3
（

。

国
家
や
社
会
を
「
人
類
の
目
的
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
機
関
」
と

位
置
付
け
る
点
で
は
『
教
育
勅
語
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
忠
孝
」

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
批
判
す
る
論
文
「
忠
孝
と
道
徳
の
基
本
」（
一
八
九

三
年
一
月
、『
宗
教
』
一
五
号
）
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、

こ
こ
で
は
良
心
論
の
基
礎
で
あ
る
「
目
的
あ
る
進
化
」
と
い
う
存
在

論
的
見
地
に
基
づ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
国
家
の
み
な
ら

ず
制
度
、
政
体
、
階
層
、
習
俗
、
職
業
、
文
学
は
、
い
ず
れ
も
「
理

想
」
が
具
象
化
し
た
も
の
で
あ
り
、「
理
想
」
の
変
化
に
つ
れ
て
形

を
変
え
る
。「
理
想
」
と
「
制
度
」（
広
い
意
味
で
の
制
度
的
な
も
の
）
の

関
係
は
精
神
と
形
骸
の
関
係
に
類
比
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
強
調

さ
れ
て
い
る
の
は
精
神
に
よ
る
形
骸
の
合
理
化
で
は
な
く
、「
制
度
」

は
「
理
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
機
関
」
＝
手
段
で
あ
っ
て
「
理

想
」「
目
的
」
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
ず
、「
制
度
」
の
権
威
は
「
理

想
」
と
の
関
係
に
決
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
段
の
自

己
目
的
化
に
対
す
る
警
戒
は
つ
ね
に
大
西
の
念
頭
に
あ
る
と
言
え
よ

う
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
「
理
想
」
と
「
目
的
」
の
差
異
で
あ
る
。

「
理
想
」
は
、「
目
的
」
に
関
す
る
予
想
、
換
言
す
れ
ば
「
目
的
」
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
て
「
目
的
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。「
目
的
」
は

無
時
間
的
で
静
止
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
て
、「
理
想
」
は
変
動
す

る
も
の
で
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
保
証
す
る
の
は
「
目
的
」
と
の

距
離
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
「
理
想
」
の
運
動
の
原
動
力
が
あ

る
。

何
故
一
旦
其
形
を
制
度
、
法
律
、
慣
習
に
取
り
て
最
高
の
権
威

を
有
し
た
る
理
想
が
、
他
の
理
想
に
処
を
譲
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る

に
至
る
乎
。
他
な
し
、
吾
人
の
成
長
の
衝
動
（
本
来
の
目
的
へ

向
い
ゆ
く
衝
動
）
が
未
だ
制
度
、
法
律
、
慣
習
に
於
て
自
ら

の
満
足
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。
此
衝
動
の
不
満
足
の
存
す
る
、
是

れ
理
想
の
改
造
、
随
っ
て
又
制
度
、
風
俗
、
法
律
の
改
造
を
促

す
所
以
な
り
。
吾
人
の
社
会
を
動
す
者
は
吾
人
の
不
満
足
な
り
。
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吾
人
は
右
云
う
衝
動
の
最
も
満
足
を
覚
ゆ
る
の
途
を
探
っ
て
進

み
ゆ
く
、
而
し
て
其
途
を
探
ら
ん
に
は
、
今
迄
経
過
せ
し
処
を

起
点
と
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
そ
れ
を
踏
段
と
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
新

理
想
の
旧
理
想
に
根
ざ
し
て
生
ぜ
ざ
る
可
ら
ざ
る
は
、
恰
も
樹

木
が
其
種
に
根
ざ
し
て
生
ぜ
ざ
る
可
ら
ざ
る
が
如
し
。
新
理
想

は
旧
理
想
を
破
壊
す
る
と
共
に
、
又
そ
れ
を
己
れ
の
内
に
成
就

せ
し
む
る
者
な
り（

（3
（

。

大
西
は
「
理
想
」
の
変
化
の
原
因
を
「
本
来
の
目
的
へ
向
い
ゆ
く
衝

動
」
に
帰
す
。「
衝
動
」
は
前
述
の
「
良
心
」
と
い
う
意
識
現
象
と

な
っ
て
現
れ
る
。「
目
的
」
に
到
達
し
な
い
限
り
「
衝
動
」
は
「
不

満
足
」
の
状
態
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
理
想
」
は
い
つ
も
「
目

的
」
を
描
く
こ
と
に
失
敗
す
る
。
こ
の
根
源
的
な
欠
如
に
よ
り
、

「
理
想
」
は
つ
ね
に
「
制
度
」
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
。「
理
想
」
が
変

わ
る
途
端
、「
新
理
想
」
は
制
度
的
な
も
の
に
具
現
化
し
疎
外
さ
れ

た
「
旧
理
想
」
の
形
を
突
き
破
ろ
う
と
す
る
。
も
っ
と
も
、「
旧
理

想
」
の
存
在
を
条
件
と
す
る
以
外
、「
新
理
想
」
の
生
じ
る
道
は
な

い
。「
旧
理
想
」
の
破
壊
と
そ
の
実
現
が
同
時
進
行
す
る
か
た
ち
で

「
理
想
」
が
止
揚
さ
れ
て
い
く
。

　

留
意
さ
れ
た
い
の
は
、
現
実
は
観
念
（
理
想
）
に
よ
っ
て
一
方
的

に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
形
骸
」
は
必
ず
し
も
「
精
神
」

の
下
位
に
置
か
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
実
在
の
変

更
が
理
想
の
変
更
を
促
す
と
共
に
、
理
想
が
又
実
在
を
変
更
せ
し

む
」、「
吾
人
の
生
長
の
自
然
の
衝
動
（
吾
人
な
る
者
そ
れ
自
身
の
変

遷
）
が
理
想
の
改
造
を
促
し
、
而
し
て
改
造
さ
れ
た
る
理
想
が
更

に
吾
人
の
実
在
を
変
遷
せ
し
む（

（3
（

」
よ
う
に
、「
理
想
」
と
「
実
在
」

は
互
い
を
否
定
的
な
媒
介
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
旧
理
想
」
と

「
新
理
想
」、「
理
想
」
と
「
制
度
」・「
実
在
」
の
関
係
は
弁
証
法
的

に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

　
「
理
想
」
に
対
す
る
弁
証
法
的
な
理
解
は
、
確
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
的

な
絶
対
精
神
の
自
己
実
現
を
彷
彿
さ
せ
る
し
、
大
西
自
身
も
「
目
的

あ
る
進
化
」
説
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
要
素
を
示
唆
し
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し

「
理
想
」
の
根
拠
を
植
物
に
も
通
じ
る
「
生
長
の
自
然
の
衝
動
」
に

求
め
る
点
、「
理
想
」
に
対
す
る
人
間
の
実
践
活
動
を
重
視
す
る
点

を
見
れ
ば
、
大
西
の
理
想
主
義
は
観
念
論
に
収
ま
ら
ず
、
観
念
・
理

想
・
当
為
の
外
部
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
唯
物
論
的
な
面
も
見

ら
れ
る（

（4
（

。
古
田
光
は
大
西
に
お
け
る
観
念
論
と
唯
物
論
の
矛
盾
、
そ

の
統
一
の
失
敗
を
指
摘
す
る
が
、
山
田
洸
は
そ
れ
を
認
め
つ
つ
も
両

者
の
統
一
に
苦
闘
し
た
大
西
、
そ
の
統
一
の
仕
方
に
注
目
し
て
い
る（

（4
（

。

し
か
し
私
見
で
は
、
統
一
の
失
敗
を
消
極
的
に
捉
え
る
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
矛
盾
・
亀
裂
に
批ク

リ
テ
イ
カ
ル
・
モ
メ
ン
ト

評
的
な
瞬
間
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
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四　

大
西
祝
の
言
語
観
─
そ
の
言
語
物
象
化
批
判
を
め
ぐ
っ
て

1
　「
名
」
は
「
虚
」
で
は
な
い

　
「
批
評
」
が
言
語
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
以
上
、
言
語
の
（
不
）

可
能
性
は
「
批
評
」
の
そ
れ
を
規
定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
言
語
に
関
す
る
大
西
の
所
見
は
断
片
的
で
し
か
な
い
た
め
に
、

先
行
研
究
に
お
い
て
そ
の
言
語
観
に
関
す
る
言
及
も
僅
少
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
よ
う
に
、
大
西
は
言
語
に
つ
い
て
も
深

い
洞
察
を
示
し
て
い
る
。

　

大
西
の
言
語
観
が
最
も
鮮
明
に
示
さ
れ
る
の
は
、
一
八
九
四
年
九

月
の
『
六
合
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
評
論
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ

で
「
名
」
と
「
実
」
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

語
に
曰
く
名
は
実
の
賓
と
、
而
も
名
必
し
も
虚
な
る
者
に
あ
ら

ず
。
爰
に
一
事
物
あ
ら
ば
、
人
必
ず
之
に
一
名
称
を
與
へ
ん
こ

と
を
欲
す
。
爰
に
一
教
旨
あ
ら
ば
、
之
に
一
特
名
を
附
し
て
そ

を
他
教
旨
と
相
別
つ
の
用
あ
る
こ
と
勿
論
な
り
。
一
旗
幟
を
樹

て
て
同
志
の
輩
を
糾
合
せ
む
と
欲
し
、
一
団
体
を
結
ん
で
世
に

行
ふ
所
あ
ら
ん
と
欲
し
、
一
主
義
を
持
し
て
之
を
後
世
に
伝
へ

ん
と
欲
す
る
や
、
一
名
称
を
撰
ん
で
之
が
表
号
と
な
さ
々
る
可

ら
ず
。
名
称
は
散
在
せ
る
個
々
物
に
一
致
の
連
鎖
を
与
へ
、
其

働
作
を
敏
捷
な
ら
し
め
、
其
存
在
を
鞏
固
な
ら
し
む
、
名
称
豈

に
全
く
虚
な
り
と
謂
は
ん
や（

（4
（

。

冒
頭
の
「
名
は
実
の
賓
」
の
出
典
は
『
荘
子
』
の
「
逍
遥
遊
」
篇

（「
名
者
実
之
賓
也
」）
と
思
わ
れ
る
。「
名
は
実
の
賓
」
と
い
う
の

は
、
つ
ま
り
「
名
」
は
「
実
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
あ
く
ま
で
そ
の

「
客
」
で
あ
り
、
一
般
的
に
「
実
」
を
指
示
す
る
と
い
う
目
的
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
と
さ
れ
て
お
り
、
指
示
対
象
と
し
て
の
「
実
」

と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
と
い
っ
て
、「
実
」
に
対
し

て
二
次
的
で
し
か
な
い
「
名
」
は
、
大
西
に
従
え
ば
、
現
実
に
何
の

働
き
か
け
も
し
な
い
虚
し
い
存
在
で
は
な
い
。
む
し
ろ
単
な
る
伝
達

手
段
を
超
え
る
作
用
を
現
実
に
及
ぼ
し
て
い
る
。
人
間
は
い
つ
も
、

事
物
に
名
称
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
つ
ま
り
命
名
の
欲
望
を
有

し
て
い
る
。
命
名
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
差
異
の
体
系
が
作
り
出
さ

れ
、
世
界
の
分
節
化
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
志
を
集
め
る
た
め
の
「
一
旗
幟
」、
世
の
中
で
活
動
を

展
開
す
る
た
め
の
「
一
団
体
」、
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
「
一
主
義
」、

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
表
号
」
即
ち
目
印
と
し
て
の
名
称
が
欠
け

て
は
な
ら
な
い
。「
表
号
」
＝
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
差
異
に
よ
っ
て
始

め
て
別
の
「
旗
幟
」「
団
体
」「
主
義
」
と
の
区
別
が
つ
き
、
お
の
れ

の
自
己
同
一
性
が
確
立
で
き
る
の
で
あ
る
。「
旗
幟
」「
団
体
」「
主

義
」
に
賦
与
さ
れ
た
名
称
は
散
在
す
る
個
々
の
物
に
「
一
致
の
連

鎖
」
を
与
え
、
そ
の
動
作
を
「
敏
捷
」
に
し
、
そ
の
存
在
を
「
鞏

固
」
に
す
る
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
浮
遊
し
て
い
る
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「
物
」
は
、
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
、
一
つ
の
全

体
と
な
る
。

　

だ
か
ら
名
称
は
「
豈
に
全
く
虚
な
り
と
謂
は
ん
や
」。
大
西
の
言

う
「
虚
」
が
言
語
の
透
明
性
を
指
す
と
考
え
る
の
も
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
名
称
が
「
虚
」
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
名
称
が
ど
こ

ま
で
も
透
明
的
な
わ
け
で
は
な
い
、
つ
ま
り
単
に
意
味
伝
達
の
手
段

と
し
て
「
実
」（
指
示
対
象
）
に
忠
実
に
追
随
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。

2
　
言
語
と
真
理

　

と
こ
ろ
で
、「
否
な
そ
の
虚
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
人
久
し
く

之
を
呼
称
す
れ
ば
、
遂
に
一
種
の
恋
着
心
を
生
じ
て
名
に
拘
る
が
為

に
、
実
を
枉
ぐ
る
こ
と
あ
る
に
至
る
、
殊
に
己
が
安
心
栄
誉
生
命
と

恰
も
同
体
不
二
な
る
が
如
く
に
感
想
し
来
り
た
る
名
は
、
業
に
已
に

実
を
失
ひ
た
る
後
に
も
尚
ほ
努
め
て
之
を
保
持
せ
む
と
す
る
、
是
れ

人
情
の
常
な
り
。
若
し
一
朝
に
し
て
其
名
を
以
て
呼
ば
れ
ざ
る
に
至

れ
ば
、
実
に
光
輝
あ
る
一
大
資
格
を
亡
く
し
去
り
た
る
が
如
く
に
感

ず
、
人
の
其
名
を
以
て
己
を
呼
ぶ
こ
と
を
肯
ぜ
ざ
る
あ
れ
ば
之
を
怨

み
之
を
怒
る
此
の
故
に
、
名
に
拘
泥
し
て
之
が
為
に
厭
は
し
き
煩
は

し
き
浅
ま
し
き
弁
護
を
事
と
す
る
者
世
に
多
か
り（

（4
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、

名
称
を
実
体
か
の
よ
う
に
執
着
す
る
「
恋
着
心
」
と
い
う
主
体
側
の

欲
望
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

人
間
は
た
だ
受
動
的
に
「
名
」
の
支
配
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
「
名
」
に
積
極
的
に
同
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

自
身
を
主
体
化
＝
従
属
化
し
て
い
く
。
大
西
に
よ
れ
ば
、
人
々
は

名
称
を
使
い
慣
れ
て
い
る
と
、
名
称
そ
の
も
の
に
執
着
し
、
現
実

を
歪
め
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
と
り
わ
け
自
分
の
「
安
心
栄
誉
生
命
」

を
「
名
」
に
同
定
し
、「
名
」
と
「
実
」
の
対
応
関
係
が
崩
れ
て
も

「
名
」
に
よ
っ
て
「
実
」
の
欠
如
を
埋
め
よ
う
と
す
る
。
命
名
者
と

し
て
の
人
間
は
や
が
て
自
ら
の
つ
け
た
「
名
」
に
囚
わ
れ
、「
名
」

に
拘
泥
し
そ
の
弁
護
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
「
安
心
立
命
」

が
大
き
く
揺
ら
さ
れ
て
い
た
明
治
期
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
「
名
」
そ
れ
自
体
に
「
恋
着
心
」
を
抱
き
そ
こ
に
自
明
な
価
値
が

あ
る
か
の
よ
う
に
執
着
す
る
こ
と
は
、
物
神
崇
拝 

（fetishism

） 

の
一

形
態
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
も
「
実
」
の
喪
失
を
経
験
し
た
上

で
の
「
人
情
の
常
」、「
感
情
の
働（

（4
（

」
で
あ
る
と
大
西
は
考
え
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
真
理
」
に
到
達
す
る
ど
こ
ろ
か
、

「
而
も
此
に
至
つ
て
は
遂
に
名
の
奴
隷
た
る
を
免
れ
ず
、
何
ぞ
拘
泥

と
弁
護
と
を
離
れ
て
大
自
在
の
真
理
界
に
我
身
を
托
せ
ざ
る（

（4
（

」
と
い

う
よ
う
に
、「
名
」
の
物
神
性
に
誘
惑
さ
れ
た
挙
句
、
人
間
は
「
名

の
奴
隷
」
に
成
り
下
が
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

物
神
に
な
っ
た
「
名
」
は
、
大
西
か
ら
す
れ
ば
、「
咒
文
」
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
流
行
の
経
験
主
義
に
異
を
唱
え
る
大
西
は
「
経

験
」
と
い
う
言
葉
を
「
咒
文
」
に
譬
え
、「
経
験
を
楯
に
着
て
闘
う
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も
の
は
勝
ち
、
之
を
着
ざ
る
者
は
必
ず
敗
を
取
る
、
経
験
は
、
是
れ

百
戦
百
勝
の
秘
訣
、
否
な
殆
ど
一
種
の
咒
文
の
如
く
一
た
び
之
を
唱

う
れ
ば
諸
の
迷
誤
妄
信
を
圧
伏
し
得
る
が
如
く
に
思
う
の
観
な
り
。

然
れ
ど
も
ま
た
恰
も
咒
文
に
似
て
其
意
義
の
何
た
る
を
質
す
と
き
は
、

そ
が
答
弁
に
苦
ま
ざ
る
も
の
少
し
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
物
神
と
し
て

の
「
名
」
の
性
格
は
ま
さ
に
咒
文
の
二
つ
の
側
面
に
当
た
っ
て
い
る

た
め
、
こ
の
比
喩
は
本
質
を
突
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
発
想
は

言
語
一
般
に
も
敷
衍
さ
れ
る
。

吾
人
が
知
識
の
発
達
に
至
大
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
は
言
語

な
り
。
其
の
功
用
の
妙
な
る
、
言
霊
と
さ
え
名
づ
け
て
、
そ
れ

に
霊
活
の
妙
力
あ
る
が
如
く
に
思
惟
せ
り
。
吾
人
は
思
想
の
標

識
と
し
て
言
語
を
用
う
と
い
う
も
の
か
ら
、
吾
人
の
思
想
が
し

ば
し
ば
言
語
の
奴
隷
と
な
る
こ
と
あ
り
。
吾
人
は
み
ず
か
ら
作

り
し
言
語
の
た
め
に
惑
わ
さ
る
。
此
の
故
に
ベ
ー
コ
ン
は
、
精

確
な
る
学
問
の
準
備
と
し
て
、
先
ず
諸
種
の
妄
想
及
び
先
入

（
即
ち
其
の
偶
像
と
名
づ
け
た
る
も
の
）
を
掃
除
し
去
る
べ
き

こ
と
を
説
き
、
而
し
て
其
の
中
に
言
語
に
よ
り
て
生
ず
る
も
の

を
掲
げ
た
り
。
吾
人
は
言
語
を
以
て
事
物
の
代
用
と
す
、
故
に

言
辞
の
意
義
を
知
れ
ば
直
に
実
物
の
知
識
を
得
た
る
が
如
く
に

思
い
誤
る
。
読
書
的
学
問
の
弊
は
実
に
こ
れ
よ
り
来
た
る
也（

（4
（

。

言
語
は
当
然
な
が
ら
、
人
々
の
知
識
の
形
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
不
思
議
な
働
き
か
ら
、「
霊
活
の
妙
力
」
を
帯
び
る
「
言
霊
」

と
も
看
做
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
の
「
言
霊
」
は
、
ま
さ
に
言
語
の

使
用
に
お
け
る
根
源
的
な
疎
外
を
指
し
て
い
る
。
言
語
と
い
う
「
標

識
」
に
よ
っ
て
し
か
表
現
で
き
な
い
思
想
は
往
々
に
し
て
「
言
語
の

奴
隷
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
先
に
述
べ
た
、
名
称
へ
の
「
恋
着
心
」

か
ら
「
名
の
奴
隷
」
に
な
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
社
会
に
お
い
て

象
徴
的
秩
序
を
構
成
し
て
い
る
言
語
を
作
っ
た
人
間
は
逆
に
、
自
ら

作
り
出
し
た
言
語
に
惑
わ
さ
れ
支
配
さ
れ
て
い
く
。
い
わ
ば
言
語
の

物
象
化
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
ベ
ー
コ
ン 

（Francis 

Bacon, 1561-1626

） 

の
説
が
引
き
出
さ
れ
る
わ
け
だ（

（4
（

。

　

人
々
は
言
語
を
「
事
物
の
代
用
」
と
す
る
故
に
、
言
葉
の
意
味
さ

え
把
握
す
れ
ば
実
際
の
事
物
に
関
す
る
知
識
が
得
ら
れ
る
と
勘
違
い

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
不
在
の
も
の
を
再
現
前
し
、
も
の
の
「
代
理

人
」
に
な
る
と
い
う
表
象 

（representation

） 

作
用
が
問
題
と
さ
れ

て
い
る
。
大
西
の
見
方
で
は
、
人
を
惑
わ
す
ほ
ど
の
自
律
性
を
持

っ
て
い
る
言
語
は
決
し
て
実
物
の
十
全
な
表
象
（
代
表
）
で
は
な
く
、

言
語
と
事
物
の
間
に
あ
る
溝
も
容
易
に
は
埋
め
ら
れ
な
い
。「
読
書

的
学
問
の
弊
」
を
批
判
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
「
名
」
と
「
実
」
の
分
裂
を
前
に
し
な
が
ら
な
お
「
安
心
立
命
」

を
得
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
大
西
は
「
名
称
と
共
に
其
心
を
動

か
す
者
は
、
是
れ
真
理
そ
の
者
を
求
め
ず
し
て
、
只
だ
真
理
の
名
称

を
求
む
る
者
な
り
。
寂
然
一
室
中
意
象
極
分
明
な
る
時
悟
り
得
た
る

所
を
名
け
よ
と
云
ふ
、
予
輩
は
そ
の
名
け
難
か
ら
ん
こ
と
を
恐
る
、
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185　明治中期における批判理論としての「批評」

実
に
名
称
の
外
吾
人
の
生
命
と
安
心
と
を
繫
ぐ
処
あ
る
な
り
」
と（

（4
（

、

真
理
を
「
真
理
の
名
称
」
以
外
の
と
こ
ろ
に
求
め
よ
う
と
呼
び
か
け

る
。

　

思
想
は
言
語
を
必
要
と
す
る
一
方
で
、
言
語
の
有
限
性
か
ら
、
真

理
を
「
悟
り
得
」
て
も
名
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
真
理
は
い
つ
も

人
間
の
「
恋
着
」
す
る
「
名
」
の
外
部
へ
逸
脱
す
る
。
し
か
し
こ
の

言
語
と
真
理
の
裂
け
目
も
ま
た
、「
批
評
」
の
条
件
な
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　
「
批
評
」
は
近
代
の
商
業
出
版
の
産
物
＝
商
品
と
し
て
出
発
す
る

も
の
の
、
そ
れ
を
「
超
克
」
す
る
願
望
を
内
包
し
て
い
る
。
大
西
の

「
批
評
」
に
も
こ
の
両
義
性
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
「
標
準
」

「
理
想
」
へ
の
志
向
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
志
向
は
彼
の
テ
ク
ス

ト
に
お
い
て
存
在
と
当
為
の
区
別
の
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
、
存
在
か
ら
当
為
へ
跳
躍
す
る
契
機
は
「
理
想
」
に
由
来

す
る
「
良
心
」
の
作
用
に
求
め
ら
れ
る
。
大
西
の
良
心
論
を
基
礎
づ

け
る
の
は
目
的
論
的
理
想
主
義
だ
が
、
そ
こ
の
「
目
的
」
は
現
実
の

経
験
を
回
収
す
る
所
与
で
は
な
く
、
反
省
的
判
断
力
に
よ
っ
て
要
請

さ
れ
、
経
験
に
開
か
れ
た
統
制
的
理
念
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
哲
学
的
立
場
に
基
づ
く
制
度
論
は
「
制
度
」
と
そ
の
自
己
目
的

化
を
阻
止
す
る
「
理
想
」
の
弁
証
法
的
関
係
を
説
い
て
い
る
。「
理

想
」
と
「
制
度
」
が
止
揚
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
担
保
す
る
の
は

「
目
的
」
へ
の
「
自
然
の
衝
動
」
で
あ
る
。「
目
的
」
は
つ
ね
に
現
実

「
制
度
」
と
「
理
想
」
の
外
部
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
既
存
の
規
範
を

否
定
し
う
る
力
を
持
っ
て
い
る（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
論
と
そ
の
言
語
観
の
間
に
構
造
的
類
似
性
が
看

取
で
き
る
。「
実
」
＝
思
想
・
真
理
は
「
名
」
＝
言
語
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
る
。
し
か
し
言
語
は
し
ば
し
ば
主
体
側
の
物
神
崇
拝
で
物
象

化
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
事
態
に
抗
う
た
め
に
真
理
自
体
の
外
部
性

が
絶
え
ず
意
識
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
真
理
を
表
象
す
る
言

語
、「
理
想
」
を
表
象
す
る
「
制
度
」
は
必
ず
機
能
不
全
に
陥
る
に

せ
よ
、
こ
の
表
象
の
失
敗
に
お
い
て
し
か
「
目
的
」
が
開
示
さ
れ
な

い
。「
目
的
」
と
呼
ば
れ
る
「
崇
高
な
対
象
」
は
実
は
あ
る
種
の
根

源
的
否
定
性
そ
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が（

（5
（

、
そ
れ
こ
そ
「
批
評
」
を

可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
（
1
）	

か
つ
て
よ
く
見
ら
れ
た
の
は
「
市
民
哲
学
者
」
と
い
う
評
価
で

あ
る
。
例
え
ば
家
永
三
郎
（『
日
本
近
代
思
想
史
研
究
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
五
三
年
）、
古
田
光
（「
大
西
祝
《
市
民
的
哲
学
の
起

点
》」、
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
『
日
本
の
思
想
家
』
朝
日
新
聞
社
、
一

九
六
三
年
）、
舩
山
信
一
（『
日
本
の
観
念
論
者
』
理
想
社
、
一
九
六

六
年
）。
そ
の
際
「
近
代
」
対
「
封
建
」、「
啓
蒙
主
義
」
対
「
国
家
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主
義
」
と
い
う
構
図
で
井
上
哲
次
郎
と
の
違
い
を
強
調
す
る
傾
向
は

強
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
市
民
哲
学
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
相
対
化

す
る
も
の
が
あ
り
（
山
田
洸
「
大
西
祝
と
批
評
主
義
の
展
開
」、『
現

代
と
思
想
』
二
九
号
、
一
九
七
七
年
、
八
三
─
一
〇
五
頁
）、
最
近

は
上
記
の
構
図
を
疑
問
視
し
、
大
西
と
井
上
の
共
通
す
る
知
的
背
景

を
確
認
し
た
上
で
両
者
の
思
想
を
緻
密
に
分
析
す
る
研
究
も
現
れ
た

（
森
下
直
貴
「
井
上
哲
次
郎
の
同
情
の
形
而
上
学
」、『
浜
松
医
科
大

学
紀
要 

一
般
教
育
』
二
九
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
─
四
〇
頁
）。
大

西
の
思
想
的
展
開
を
そ
の
生
涯
と
と
も
に
描
い
た
労
作
と
し
て
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
平
山
洋
『
大
西
祝
と
そ
の
時
代
』（
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
）
で
あ
る
。

（
2
）	

ア
ー
ノ
ル
ド
と
の
関
係
は
佐
藤
善
也
『
透
谷
、
操
山
と
マ
シ

ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
』（
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
七
年
）、
高
等
批
評

と
の
関
係
は
小
泉
仰
「
大
西
祝

─
比
較
思
想
の
視
点
」（『
比
較
思

想
研
究
』
二
三
号
、
一
九
九
六
年
、
一
─
九
頁
）
を
参
照
。
な
お
近

年
、
大
西
の
「
批
評
」
と
カ
ン
ト
の
「
批
判
」
の
関
連
性
は
改
め
て

注
目
さ
れ
て
い
る
（
御
子
柴
善
之
「
批
評
主
義
と
世
界
市
民
的
倫
理

学
」、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
四
三
号
、
二
〇
一
二
年
、
二
九
─

五
二
頁
。
同
「『
批
判
』
の
受
容
と
大
西
祝
」、『
哲
学
世
界
』
三
九

号
、
二
〇
一
六
年
、
一
─
一
四
頁
）。

（
3
）	

林
正
子
「
近
代
日
本
に
お
け
る〈
批
評
〉概
念
成
立
へ
の
道
程
・

序
」（『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
』
三
〇
、
二
〇
〇
三
年
、
一
─
二
〇

頁
）。
木
村
直
恵
「〈
批
評
〉の
誕
生
」（『
比
較
文
学
』
四
五
巻
、
二

〇
〇
三
年
、
七
─
二
二
頁
）。

（
4
）	

野
口
武
彦
「
煩
悶
、
高
揚
、
そ
し
て
悲
哀
」（『
批
評
空
間
』
創

刊
号
、
一
九
九
一
年
、
三
九
─
五
一
頁
）。

（
5
）	

小
森
陽
一
「
近
代
批
評
の
出
発
」（『
批
評
空
間
』
創
刊
号
、
一

九
九
一
年
、
六
九
─
八
四
頁
）。
近
代
日
本
の
「
批
評
」
の
成
立
お

よ
び
そ
こ
に
お
け
る
大
西
祝
の
位
置
を
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発

展
と
の
関
係
で
捉
え
る
こ
の
論
文
か
ら
筆
者
が
学
ん
だ
こ
と
は
多
い
。

た
だ
し
「
批
評
論
」
以
後
の
大
西
思
想
の
展
開
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ

な
い
。

（
6
）	

前
掲
野
口
論
文
。

（
7
）	

大
西
祝
「
批
評
論
」（『
国
民
之
友
』
二
一
号
、
一
八
八
八
年

五
月
。
小
坂
国
継
編
『
大
西
祝
選
集
Ⅱ 

評
論
篇
』
岩
波
書
店
、
二

〇
一
四
年
、
三
六
─
三
七
頁
）。

（
8
）	

同
前
（
三
六
─
三
七
頁
）。

（
9
）	

前
掲
小
森
論
文

（
10
）	

前
掲
大
西
祝
「
批
評
論
」（『
選
集
Ⅱ
』
三
七
頁
）。

（
11
）	

こ
の
こ
と
は
前
掲
佐
藤
著
か
ら
学
ん
だ
。

（
12
）	

前
掲
大
西
祝
「
批
評
論
」（『
選
集
Ⅱ
』
四
四
頁
）。

（
13
）	

同
前
（
三
四
─
三
五
頁
）。

（
14
）	

同
前
（
三
五
頁
）。

（
15
）	
大
西
祝
「
方
今
思
想
界
の
要
務
」（『
六
合
雑
誌
』
一
〇
〇
号
、

一
八
八
九
年
四
月
。『
選
集
Ⅱ
』
六
三
頁
・
六
九
頁
）。
同
「
批
評
的

精
神
」（『
六
合
雑
誌
』
一
六
二
号
、
一
八
九
四
年
六
月
。
同
前
、
三
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187　明治中期における批判理論としての「批評」

二
六
頁
）。
御
子
柴
善
之
は
こ
こ
に
「
批
判
の
〈
無
窮
性
〉」
を
看
取

し
た
。
前
掲
御
子
柴
論
文
（
二
〇
一
六
年
）。

（
16
）	
前
掲
小
森
論
文
。

（
17
）	
大
西
祝
「
倫
理
考
究
の
方
法
幷
目
的
」（『
哲
学
会
雑
誌
』
四

七
・
四
九
号
、
一
八
九
一
年
一
・
三
月
。
小
坂
国
継
編
『
大
西
祝
選

集
Ⅰ 

哲
学
篇
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
九
四
─
一
九
八
頁
）。

（
18
）	

同
前
（
二
〇
〇
─
二
〇
一
頁
）。
こ
の
発
想
は
、
ブ
ッ
セ
を
介

し
て
の
カ
ン
ト
哲
学
・
新
カ
ン
ト
派
哲
学
受
容
と
無
関
係
で
は
な
い
。

（
19
）	

同
前
（
二
〇
三
頁
）。

（
20
）	

小
泉
仰
は
、
大
西
の
「
批
評
」
が
第
一
、
二
、
三
段
階
に
対
応

し
第
四
段
階
に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
だ
と
し
て
い
る
が
（
小
泉

仰
「
大
西
祝

─
比
較
思
想
の
視
点
」、『
比
較
思
想
研
究
』
二
三

号
、
一
─
九
頁
、
一
九
九
六
年
）、
管
見
で
は
大
西
の
「
批
評
」
が

「
最
高
の
標
準
」「
理
想
的
の
上
地
」
の
存
在
を
前
提
と
す
る
以
上
、

「
批
評
」
は
第
四
段
階
と
厳
密
に
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

（
21
）	

前
掲
大
西
祝
「
倫
理
考
究
の
方
法
幷
目
的
」（『
選
集
Ⅰ
』
一
九

三
頁
）。

（
22
）	

同
前
（
二
〇
九
頁
）。
こ
こ
の
「
心
識
」
は
ド
イ
ツ
語
の 

Bew
ustsein

（
意
識
、
自
覚
）
に
当
た
る
。

（
23
）	

仏
教
用
語
で
、
意
識
の
対
象
、
考
え
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
は
存

在
す
る
も
の
を
指
す
ほ
か
、
事
物
の
根
源
と
い
う
意
味
も
あ
り
「
真

理
」（
真
如
）
と
同
義
と
さ
れ
る
。
中
村
元
・
福
永
光
司
他
編
『
岩

波
仏
教
辞
典 

第
二
版
』（
二
〇
〇
二
年
、
九
二
六
頁
）。

（
24
）	

『
良
心
起
原
論
』
の
発
想
は
大
西
の
同
志
社
時
代
ま
で
遡
れ
る

と
い
う
。
前
掲
平
山
著
（
二
〇
〇
頁
）。

（
25
）	

「
理
想
」
は
西
周
の
造
語
で
、『
生
性
発
蘊
』（
一
八
七
三
年
）

に
お
い
て
「
観
念
」
と
と
も
に
「
イ
デ
ア
」
と
い
う
語
の
翻
訳
・

説
明
に
使
わ
れ
た
の
は
そ
の
最
初
の
用
例
で
あ
る
と
い
う
。
納
富

信
留
『
プ
ラ
ト
ン 

理
想
国
の
現
在
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
二
年
、
一
七
二
頁
）。

（
26
）	

大
西
祝
『
良
心
起
原
論
』（
一
八
九
三
年
執
筆
開
始
。『
選
集

Ⅰ
』
一
四
七
─
一
四
八
頁
）。

（
27
）	

同
前
（
一
五
三
─
一
五
四
頁
）。

（
28
）	

山
田
芳
則
「
大
西
祝
論
」（『
文
化
史
学
』
三
六
号
、
一
九
八
〇

年
、
一
─
二
一
頁
）。

（
29
）	

前
掲
大
西
祝
『
良
心
起
原
論
』（『
選
集
Ⅰ
』
一
五
五
─
一
五
六

頁
）。

（
30
）	

同
前
（
一
五
〇
頁
、
一
五
二
頁
）。

（
31
）	

同
前
（
二
四
─
二
五
頁
）。

（
32
）	

「
判
断
力
一
般
は
、
特
殊
的
な
も
の
を
普
遍
的
な
も
の
の
も
と

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
考
え
る
能
力
の
で
あ
る
。
普
遍
的
な

も
の
（
規
則
・
原
理
・
法
則
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
特

殊
的
な
も
の
を
普
遍
的
な
も
の
の
も
と
に
包
摂
す
る
判
断
力
は
（
中

略
）、
規
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
殊
的
な
も
の
だ
け
が
与
え
ら

れ
て
お
り
、
判
断
力
は
特
殊
的
な
も
の
の
た
め
に
普
遍
的
な
も
の
を

見
出
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
判
断
力
は
た
ん
に
反
省
的
で
あ
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る
」。
カ
ン
ト
著
・
牧
野
英
二
訳
『
カ
ン
ト
全
集 

判
断
力
批
判 

上
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二
六
頁
）。

（
33
）	
森
下
も
大
西
と
井
上
哲
次
郎
の
哲
学
を
比
較
す
る
際
に
「
仮

説
」
や
「
統
制
的
原
理
」
の
受
け
止
め
方
を
め
ぐ
る
両
者
の
違
い

を
見
出
し
た
（
前
掲
森
下
論
文
）。
な
お
筆
者
は
、
大
西
の
目
的
論

は
、「
統
整
的
理
念
」
と
「
構
成
的
理
念
」
の
相
違
を
押
さ
え
カ
ン

ト
と
マ
ル
ク
ス
を
結
び
つ
け
る
柄
谷
行
人
の
批
判
理
論
に
通
じ
る
面

が
あ
る
と
思
う
（
柄
谷
行
人
『
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
』
岩
波
書

店
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
34
）	

前
者
は
大
西
祝
本
人
の
用
語
（「
国
家
主
義
の
解
釈
」、『
六
合

雑
誌
』
一
七
四
号
、
一
八
九
五
年
六
月
）、
後
者
は
綱
島
梁
川
（
一

八
七
三
─
一
九
〇
七
）
の
言
葉
（『
梁
川
全
集
』
第
七
巻
、
春
秋

社
、
一
九
二
二
年
、
三
七
八
頁
）。
宇
宙
・
自
然
の
「
進
化
」
を
前

提
と
す
る
点
で
は
「
目
的
あ
る
進
化
」
説
に
客
観
的
な
面
も
認
め
ら

れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
35
）	

山
脇
直
司
は
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の
「
ポ

ス
ト
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
」
な
文
脈
に
お
い
て
加
藤
と
大
西
の
対
立
を

捉
え
て
い
る
。
山
脇
直
司
「
進
化
論
と
社
会
哲
学
」（
柴
谷
篤
弘
他

編
『
講
座 

進
化
2
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
四

─
二
三
六
頁
）
を
参
照
。

（
36
）	

大
西
祝
「
道
徳
的
理
想
の
根
拠
」（『
六
合
雑
誌
』
一
七
一

号
、
一
八
九
五
年
三
月
。『
選
集
Ⅰ
』
三
七
三
─
三
七
五
頁
）。

（
37
）	

同
前
（
三
七
五
─
三
七
六
頁
）。

（
38
）	

同
前
（
三
七
九
頁
）。

（
39
）	

前
掲
大
西
祝
「
国
家
主
義
の
解
釈
」（『
大
西
博
士
全
集
』
第
六

巻
、
警
醒
社
書
店
、
一
九
〇
四
年
、
三
三
七
─
三
三
八
頁
）。

（
40
）	

山
田
洸
は
早
く
も
大
西
の
歴
史
観
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的

な
も
の
を
察
知
し
、
大
西
の
理
想
主
義
が
単
に
思
弁
的
な
観
念
論
で

は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
前
掲
山
田
論
文
。

（
41
）	

前
掲
古
田
著
、
山
田
論
文
。

（
42
）	

大
西
祝
「
教
論
数
則
」（『
六
合
雑
誌
』
一
六
五
号
、
一
八
九
四

年
九
月
。『
全
集
』
六
、
一
六
五
頁
）。

（
43
）	

同
前
（
一
六
五
─
一
六
六
頁
）。

（
44
）	

同
前
（
一
六
八
頁
）。

（
45
）	

同
前
（
一
六
六
頁
）。

（
46
）	

前
掲
大
西
祝
「
倫
理
考
究
の
方
法
幷
目
的
」（『
選
集
Ⅰ
』
一

九
一
頁
）。

（
47
）	

大
西
祝
「
理
性
の
意
義
を
論
ず
」（『
宗
教
』
六
二
号
、
一
八
九

六
年
一
二
月
。『
選
集
Ⅰ
』
四
四
八
頁
）。

（
48
）「
諸
種
の
妄
想
及
び
先
入
」
は
ベ
ー
コ
ン
の
『
ノ
ヴ
ム
・
オ
ル

ガ
ヌ
ム
』（N

ovum
 O

rganum
, 1620

） 

で
述
べ
ら
れ
る
「
偶
像
」

（
イ
ド
ラ idola

）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）	

前
掲
大
西
祝
「
教
論
数
則
」（『
全
集
』
六
、
一
六
八
頁
）。

（
50
）	
こ
の
論
理
は
大
西
の
東
京
専
門
学
校
講
義
録
『
倫
理
学
』（
一

八
九
七
）「
直
覚
説
」
篇
の
「
法
律
上
の
罪
人
」
と
「
道
徳
上
の
罪

人
」
に
関
す
る
叙
述
に
お
い
て
一
層
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
形
に
な
っ
て
お
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189　明治中期における批判理論としての「批評」

り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン （W

alter Benjam
in, 1892-1940

） 

の
「
神
的
暴

力
」
と
い
う
概
念
さ
え
連
想
さ
せ
る
。

（
51
）	
ジ
ジ
ェ
ク 

（Slavoj Žižek

） 

著
・
鈴
木
晶
訳
『
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
崇
高
な
対
象
』（T

he Sublim
e O

bject of Ideology, 1989. 

河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
八
─
三
〇
九
頁
）。

�

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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